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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．「売上高」には、消費税等は含まれておりません。  

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式がないため記載しておりま

せん。 

当第１四半期連結累計期間において、当企業集団（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況

１ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。  

   

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第49期

第１四半期連結
累計期間 

第50期
第１四半期連結

累計期間 
第49期

会計期間 

自平成23年
４月１日 

至平成23年 
６月30日 

自平成24年
４月１日 

至平成24年 
６月30日 

自平成23年
４月１日 

至平成24年 
３月31日 

売上高（千円）  4,989,382  3,905,358  25,096,572

経常利益又は経常損失（△） 

（千円） 
 △95,512  △11,645  1,219,694

当期純利益又は四半期純損失

（△）（千円） 
 △58,250  △23,834  673,987

四半期包括利益又は包括利益 

（千円） 
 △24,140  96,900  590,305

純資産額（千円）  8,912,867  9,304,795  9,527,313

総資産額（千円）  16,445,971  16,122,302  17,439,390

１株当たり当期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）

（円） 

 △4.56  △1.87  52.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  54.2  57.7  54.6

２【事業の内容】
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 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。  

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクは、「事業の内容」で記載のとおり、当第１四半期

連結会計期間より事業区分を変更しておりますが、リスクの内容については重要な変更はありません。  

  

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

   

 (1)業績の状況 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州金融不安や円高による影響などによる懸念を残しつつも、

国内需要が堅調に推移し、景気は緩やかな回復基調となりました。 

建設業界におきましても、震災復興需要関連など公共工事は増加傾向にあり、民間設備投資も緩やかな持ち直

しの傾向が見られました。 

このような環境のもと、当第１四半期連結累計期間における当企業集団の売上高は 3,905百万円（前年同四半

期比 21.7％減）となりました。 

営業損失は、工事原価、販売費及び一般管理費の削減などから、27百万円（前年同四半期 営業損失 112百万

円）となり、経常損失は 11百万円（前年同四半期 経常損失 95百万円）となりました。 

また、四半期純損益につきましては、前年同四半期から 34百万円損失減少の、四半期純損失 23百万円（前年

同四半期純損失 58百万円）となりました。 

セグメントの業績は次のとおりです。 

なお、当第１四半期会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。  

  

・エンジニアリング事業 

国内の非鉄金属関連工事の受注高が減少したことなどにより、売上高は 2,869百万円（前年同四半期比 

33.5％減）となりました。  

また、経常利益は 75百万円（前年同期比 43.1％減）となりました。 

・パイプ・素材事業 

パイプ部門におけるトンネル用消火配管等の大型案件の進行基準による完成増などにより、売上高は 

1,065百万円（前年同四半期比 43.9％増）となりました。  

また、経常利益は 51百万円（前年同四半期 経常損失 79百万円）となりました。 

  

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、当企業集団が対処すべき課題について重要な変更はありません。  

  

(3)研究開発活動 

当第１四半期連結累計期間における当企業集団の研究費の総額は、6百万円となりました。  

なお、当第１四半期連結累計期間において、当企業集団の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。  

  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

   

該当事項はありません。  

   

該当事項はありません。   

  

該当事項はありません。  

  

  

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  32,000,000

計  32,000,000

種類 
第１四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成24年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容

普通株式  12,780,000  12,780,000
東京証券取引所 

（市場第二部） 
単元株式数 1,000株 

計  12,780,000  12,780,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総数
増減数（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成24年４月１日～ 

平成24年６月30日  
 －  12,780,000  －  1,085,350  －  684,400

（６）【大株主の状況】
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前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。  

  

  役職の異動  

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式      3,000 － 単元株式数 1,000株 

完全議決権株式（その他）  普通株式   12,775,000  12,775 同上 

単元未満株式  普通株式        2,000 － － 

発行済株式総数  12,780,000 － － 

総株主の議決権 －  12,775 － 

②【自己株式等】 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三井金属エンジニアリング

株式会社 

 東京都墨田区錦糸 

 三丁目２番１号 
 3,000  －  3,000  0.02

計 －  3,000  －  3,000  0.02

２【役員の状況】

 新役職名  旧役職名  氏 名  異動年月日  

 代表取締役常務取締役 

 兼 常務執行役員 

 パイプ・素材事業部長  

 代表取締役常務取締役 

 兼 常務執行役員 

 パイプ事業部長  

上田 義則 平成24年６月29日 

 取締役 

 パイプ・素材事業部副事業部長 

 兼 同事業部素材営業部長  

 取締役 

 エンジニアリング事業部 

 営業統括部素材営業部長  

平戸 喜一郎 平成24年６月29日 
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。）に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）により作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,537,268 1,738,716

受取手形・完成工事未収入金等 ※1  6,906,065 ※1  4,876,802

未成工事支出金 799,523 1,227,695

商品及び製品 179,309 146,093

材料貯蔵品 246,990 306,250

預け金 4,938,743 5,088,188

繰延税金資産 256,640 263,663

その他 248,356 145,922

貸倒引当金 △1,991 △1,397

流動資産合計 15,110,905 13,791,934

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 473,590 471,849

機械・運搬具 1,624,906 1,623,291

工具器具・備品 871,928 877,717

土地 1,099,000 1,099,000

リース資産 5,443 5,443

建設仮勘定 137,798 173,579

減価償却累計額 △2,608,508 △2,627,882

有形固定資産合計 1,604,159 1,622,999

無形固定資産   

ソフトウエア 83,003 76,687

その他 8,222 8,203

無形固定資産合計 91,226 84,891

投資その他の資産   

投資有価証券 53,462 58,997

繰延税金資産 393,155 383,633

その他 200,746 194,110

貸倒引当金 △14,265 △14,265

投資その他の資産合計 633,099 622,475

固定資産合計 2,328,484 2,330,367

資産合計 17,439,390 16,122,302
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 4,912,791 4,032,082

未払法人税等 361,815 7,435

未成工事受入金 328,528 649,925

賞与引当金 342,600 170,600

役員賞与引当金 26,000 －

完成工事補償引当金 110,100 105,800

工事損失引当金 82,600 69,400

その他 362,936 465,843

流動負債合計 6,527,371 5,501,087

固定負債   

退職給付引当金 1,268,466 1,237,751

役員退職慰労引当金 92,620 55,310

繰延税金負債 260 284

その他 23,358 23,072

固定負債合計 1,384,704 1,316,418

負債合計 7,912,076 6,817,506

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,085,350 1,085,350

資本剰余金 684,400 684,400

利益剰余金 8,198,621 7,855,369

自己株式 △2,083 △2,083

株主資本合計 9,966,288 9,623,035

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 4,105 1,458

為替換算調整勘定 △443,080 △319,698

その他の包括利益累計額合計 △438,974 △318,240

純資産合計 9,527,313 9,304,795

負債純資産合計 17,439,390 16,122,302
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高   

完成工事高 4,470,329 3,210,558

兼業事業売上高 519,052 694,800

売上高合計 ※  4,989,382 ※  3,905,358

売上原価   

完成工事原価 4,066,173 2,819,465

兼業事業売上原価 431,781 554,100

売上原価合計 4,497,954 3,373,566

売上総利益   

完成工事総利益 404,156 391,092

兼業事業総利益 87,271 140,699

売上総利益合計 491,427 531,792

販売費及び一般管理費 603,998 559,087

営業損失（△） △112,571 △27,295

営業外収益   

受取利息 16,498 18,157

持分法による投資利益 424 970

雑収入 2,878 4,064

営業外収益合計 19,801 23,192

営業外費用   

支払利息 48 40

手形売却損 301 －

為替差損 338 6,865

賃貸収入原価 1,908 259

雑支出 146 377

営業外費用合計 2,743 7,542

経常損失（△） △95,512 △11,645

特別利益   

固定資産売却益 － 650

特別利益合計 － 650

特別損失   

固定資産除却損 55 269

貸倒引当金繰入額 152 －

会員権評価損 － 1,550

特別損失合計 208 1,819

税金等調整前四半期純損失（△） △95,721 △12,814

法人税等 △37,470 11,019

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △58,250 △23,834

四半期純損失（△） △58,250 △23,834
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △58,250 △23,834

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 4,567 △2,647

為替換算調整勘定 28,238 118,817

持分法適用会社に対する持分相当額 1,304 4,563

その他の包括利益合計 34,110 120,734

四半期包括利益 △24,140 96,900

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △24,140 96,900
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（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）  

 当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資

産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによる、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽

微であります。  

  

  

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっておりま

す。 

  

  

※１ 四半期連結会計期間末満期手形 

  

 ２ 債権流動化に伴う買戻義務額  

  

   

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日） 

当企業集団の通常の営業形態として第１、第２四半期に比べ第３、第４四半期における工事の割合が大きくな

る傾向があるため、第１四半期連結会計期間の売上高は、第３、第４四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく

低くなっております。 

  

  

当第１四半期連結累計期間における四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間における減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却

額は次のとおりであります。 

  

  

【会計方針の変更等】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。 
  

  
前連結会計年度

（平成24年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日） 

受取手形 千円 58,417 千円 77,031

  
前連結会計年度

（平成24年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日） 

  千円 3,000 千円 －

（四半期連結損益計算書関係）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日） 

減価償却費 千円 28,472 千円 31,910

のれんの償却額  6,395  －
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

  配当金支払額  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

  配当金支払額  

  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

  

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日 

定時株主総会 
普通株式  191,651  15.00 平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  319,418  25.00 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  エンジニアリング事業 パイプ・素材事業 合計 

売上高       

外部顧客への売上高 4,305,455  683,926 4,989,382

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
6,997  56,327 63,324

計 4,312,452  740,254 5,052,706

セグメント利益又は損失（△） 132,215  △79,888 52,327

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計 52,327

全社費用（注） △147,840

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △95,512
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

当第１四半期連結会計期間より、エンジニアリング事業部の素材営業部とパイプ事業部を統合する事によ

り、販売網の共有等を図りシナジー効果による営業力強化、及び、人員及び業務の効率化を図ることを目的

とした会社組織の変更を行いましたので、報告セグメントを従来の「エンジニアリング事業」及び「パイプ

事業」から、「エンジニアリング事業」及び「パイプ・素材事業」に変更しております。 

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、会社組織変更後の報告セグメントの区分に基づき

作成したものを開示しております。 

    

  （単位：千円）

  エンジニアリング事業 パイプ・素材事業 合計 

売上高       

外部顧客への売上高 2,868,603  1,036,755 3,905,358

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
614  28,298 28,912

計 2,869,217  1,065,053 3,934,271

セグメント利益 75,234  51,924 127,158

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計 127,158

全社費用（注） △138,803

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △11,645
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 １株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。  

  

  

 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

１株当たり四半期純損失金額 円 銭 4 56 円 銭 1 87

（算定上の基礎）     

四半期純損失金額（千円）  58,250  23,834

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円）  58,250  23,834

普通株式の期中平均株式数（千株）  12,776  12,776

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三井金属エンジ
ニアリング株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年
４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係
る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記
について四半期レビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
  
監査人の責任  
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。 
 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 
 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
  
監査人の結論  
 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三井金属エンジニアリング株式会社及び連結子会社の平成24年６月30
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事
項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
利害関係 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 
   

以 上 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成24年８月10日

三井金属エンジニアリング株式会社 

取締役会 御中 

有限責任 あずさ監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 木村 弘己  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 中井  修  印 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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